
会長挨拶
　　　　　　　　　　　　　　　　若槻八十彦 会長

　皆さんこんばんは。
　本日は会長幹事慰労会を開いていただ
き、誠にありがとうございます。
　5月25日に「緊急事態宣言」が解除され
てから1か月が経ちました。幸いなことに
これまでは三条市民の感染者はありませ
んでしたが、先週の19日金曜日に「都道

府県をまたぐ移動の自粛」も解除されました。これからは人
の行き来も徐々に多くなっていくでしょうから、気を引き締
めて感染予防対策をこれまで以上にしっかりと取りながら、
「新しい生活様式」というものに慣れていかなければならな
いと思っております。
　さて今、この一年を振り返ってみますと「光陰矢の如し」
という言葉が頭に浮かんできます。そして、これまでの出来事
が「走馬燈」のように浮かんできます。と言いたいところで
すが、私自身がすでに「認知症」の予備軍に登録されている
ようなので、過ぎてしまったことはあまり覚えておりません。

なので、昨晩週報をさかのぼって調べてみました。
 会長としてのお役目は、昨年3月の「PETS」、5月
の「地区研修・協議会」や「家庭会合」というよう
に、実際に年度が始まる何か月か前からスタートし
ています。他にも、ロータリー財団の地区補助金の
申請書類を出したり、財団の地区奨学生、高橋映華
さんの留学準備だったり、今日来ていただいた米山
記念奨学生、ゴー・グエン・チー・チュン君のお世
話の準備だったりがありました。
　いよいよ新年度が始まり、7月の第2週目には「大
谷ガバナー公式訪問」がありました。こんな風に
言っていると、話が長くなってしまいますので、一
番印象に残っていることをお話しいたします。
　それは昨年11月の親睦旅行です。天皇皇后両陛下
が「親謁（しんえつ）の儀」での即位報告の為、伊勢
神宮に入られる10日前の事でした。私自身が初めて
の伊勢神宮への参拝となるその時に、三条ロータ
リークラブの会長として外宮・内宮での記帳と玉串
奉奠という、この上ない栄誉をいただき感激いたし
ました。本当に一生の思い出となりました。ありが
とうございました。
　もう一つは、12月の「認知症三条市民フォーラム」
の開催でした。まわりの皆さんからは、参加者はそ
んなにいないだろうからと言われ続けていましたの
で、当日の朝までドキドキしていましたが、開演時
間までには会場がいっぱいになり、安堵したことが
忘れられません。
　どの思い出ひとつ取っても、三条ロータリークラブ
会員の皆さまのお一人おひとりのご協力があっての
この一年間でした。本当にありがとうございました。
　そして最後に、この一年間を隣りで支えていただ
いた柳取幹事と事務局の宇佐田さんに、心から感謝
を申し上げまして、挨拶を終わります。大変ありが
とうございました。

幹事挨拶
　　　　　　柳取崇之 幹事
　若槻会長のもと一年間幹事を努
めさせて頂きましたことに先ずは
皆様に御礼申し上げます。
　そして、昨年の会長幹事慰労会
にて乾杯をして頂き、今年度他界
されました故熊倉会員に対しまし
てあらためてご冥福をお祈り申し

上げます。若槻年度於いては「次世代への継承」伝
統と歴史を継承したいとのことで重点項目として取
り上げさせて頂きました。

　現在、半分近い方が在籍10年未満であり、私も含
め入会年度若い方より理事になっていただき活動し
て参りました。休会中に色々な考えが巡り本当にク
ラブの63年続いた伝統や歴史をわかって頂いたの
か？ただ、クラブ活動の進め方を教えただけではな
いのか？と自問自答しておりました。そんな中少し
だけ分かったことがございましたのでお話しさせて
頂きます。
　昨年7月に幹事を仰せつかり新年度がスタート致
しました。そして熊倉さんが7月に体調を崩され入
院したとの報告を受け、関川さんと一緒にお見舞い
に行ってまいりました。その際、体調が悪いことに
もかかわらずロータリーについて一時間もお話をさ
れました。
　新米幹事の私にクラブ活動とはなんなのかと教え
たいとの思いからだったのだと思います。そして、
ある時病床におられた熊倉さんが事務局に週報を取
りに来られたとのお話を聞き、そんなことくらいな
ら私が届けようと思っていたところ退院した旨の報
告を頂き一安心しておりました。しかしお盆をさか
いにまた入院されたとのお話をお聞きし心配してお
りましたが、残念ながら訃報をお聞きすることに
なってしまいました。
　熊倉さんがなぜそんなに週報に思いをもっていた
のか？その時は知りませんでしたが、休会中に過去
の例会のデーターを見ようとクラブのホームページ
の週報を見ていて、そうか！熊倉さんが言いたかっ
たのはこれだったのかと気づいた次第です。週報と
はまさに三条クラブの歴史そのものだったのです。
日々の積み重ねが歴史を刻んでいくこと、そこに答
えがありました。そこで、クラブの過去の週報を毎
日の様に読むようになりました。現在は2003年度か
ら17年間の週報がホームページで閲覧ができます。
週報にはその年度のクラブ会長の挨拶や会員及び外
部卓話もちろんではありますが、市長さんからの新
年の卓話、斎藤さんが会頭されていた時の経済や企
業への指針、経営者に対するあり方等のお話、社会
奉仕活動や親睦例会等も拝見させて頂き、写真も記
載されておりますので若かりし日の先輩の姿をみ
て、ニヤリとする場面もあり、まさにクラブの歴史
が凝縮されているのが週報だと気づかされました。
特に入会間もない皆様は時間があるときご覧いただ
ければ三条ロータリークラブがより身近なものに
なってくると思います。そうすることが熊倉さんに
対するロータリアンとしての恩返しになると感じた
次第です。
　そしてその週報の中で、大変驚いた卓話がありま
したので皆様にお話しさせて頂きます。2011年2月2
日の例会です。その卓話の内容は地震と震災の卓話
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でした。日本国内で今まで発生した事例を話され、
地震は防げないが震災は防げるとのお話をされ最後
に皆様の会社は危機管理ができていますか？と問い
かけをされ卓話が終了しました。その後皆さんが分
かる通り一か月後東北大震災が発生いたしました。
これは驚くほどの能力のある方だなあと、たとえ偶
然でもなかなかタイムリーな話はできませんので、
大変驚いた次第です。今で言う持ってる人なので
す。その卓話をされたのは次年度幹事の渡辺さんで
す。本当に渡辺さんの能力に驚くと共に敬服する次
第です。そんな渡辺新幹事でありますので野崎年度
は間違いなく立派な運営をされるものと確信してお
ります。
　最後になりますが同じ幹事として渡辺幹事にエー
ルを送ると共に、野崎年度一年の無事を祈り、若槻
年度にご協力を頂いた全会員の皆様に感謝を申し上
げ御礼の言葉とさせて頂きます。
　一年間ありがとうございました。

ニコニコBOX
相場弘介さん、　 安達俊明さん、　五十嵐晋三さん、
五十嵐博宣さん、 石倉政雄さん、　石黒良行さん、
石橋育於さん、　 伊藤寛一さん、　衛藤泰男さん、
荻根澤隆雄さん、 小越憲泰さん、　落合孝夫さん、
歸山　肇さん、　 樺山　仁さん、　菊池　渉さん、
小出子恵出さん、 小林敬典さん、　小林吾郎さん、
斎藤弘文さん、　 佐野勝榮さん、　杉山幸英さん、
鈴木久幸さん、　 関　義実さん、　高橋　司さん、
滝沢　亮さん、　 中沢真幸さん、　中村和彦さん、
中村信一さん、　 梨本次郎さん、　西山徳芳さん、
野崎喜一郎さん、 野水靖之さん、　長谷川正実さん、
早川滝徳さん、　 船越良則さん、　松永一義さん、
松永隆夫さん、　 丸山行彦さん、　柳取崇之さん、
山田富義さん、　 吉井直樹さん、　若槻八十彦さん、
渡辺勝利さん、　 渡辺良一さん
　夜例会「会長幹事慰労会」を迎えて

　　　　　　　　6月2 4日分　￥      44,000
　　　　　　　　今 年 度 累 計　￥1,221,750
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7月のお祝い
◎会員誕生祝
　16日　近藤雄介さん
　24日　小林卓哉さん

◎夫人誕生祝
　 2日　西山厚子さん　（徳芳さん）
　14日　小森谷理香さん（敦史さん）
　23日　金子裕子さん　（俊郎さん）
　26日　滝沢佳代さん　（亮さん）

◎100％出席賞
　37年　加藤紋次郎さん
　17年　樺山　仁さん
　12年　西山徳芳さん
　 9年　荻根澤隆雄さん
　 5年　柳取崇之さん
　 1年　神子島正樹さん
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めて感染予防対策をこれまで以上にしっかりと取りながら、
「新しい生活様式」というものに慣れていかなければならな
いと思っております。
　さて今、この一年を振り返ってみますと「光陰矢の如し」
という言葉が頭に浮かんできます。そして、これまでの出来事
が「走馬燈」のように浮かんできます。と言いたいところで
すが、私自身がすでに「認知症」の予備軍に登録されている
ようなので、過ぎてしまったことはあまり覚えておりません。

なので、昨晩週報をさかのぼって調べてみました。
 会長としてのお役目は、昨年3月の「PETS」、5月
の「地区研修・協議会」や「家庭会合」というよう
に、実際に年度が始まる何か月か前からスタートし
ています。他にも、ロータリー財団の地区補助金の
申請書類を出したり、財団の地区奨学生、高橋映華
さんの留学準備だったり、今日来ていただいた米山
記念奨学生、ゴー・グエン・チー・チュン君のお世
話の準備だったりがありました。
　いよいよ新年度が始まり、7月の第2週目には「大
谷ガバナー公式訪問」がありました。こんな風に
言っていると、話が長くなってしまいますので、一
番印象に残っていることをお話しいたします。
　それは昨年11月の親睦旅行です。天皇皇后両陛下
が「親謁（しんえつ）の儀」での即位報告の為、伊勢
神宮に入られる10日前の事でした。私自身が初めて
の伊勢神宮への参拝となるその時に、三条ロータ
リークラブの会長として外宮・内宮での記帳と玉串
奉奠という、この上ない栄誉をいただき感激いたし
ました。本当に一生の思い出となりました。ありが
とうございました。
　もう一つは、12月の「認知症三条市民フォーラム」
の開催でした。まわりの皆さんからは、参加者はそ
んなにいないだろうからと言われ続けていましたの
で、当日の朝までドキドキしていましたが、開演時
間までには会場がいっぱいになり、安堵したことが
忘れられません。
　どの思い出ひとつ取っても、三条ロータリークラブ
会員の皆さまのお一人おひとりのご協力があっての
この一年間でした。本当にありがとうございました。
　そして最後に、この一年間を隣りで支えていただ
いた柳取幹事と事務局の宇佐田さんに、心から感謝
を申し上げまして、挨拶を終わります。大変ありが
とうございました。

幹事挨拶
　　　　　　柳取崇之 幹事
　若槻会長のもと一年間幹事を努
めさせて頂きましたことに先ずは
皆様に御礼申し上げます。
　そして、昨年の会長幹事慰労会
にて乾杯をして頂き、今年度他界
されました故熊倉会員に対しまし
てあらためてご冥福をお祈り申し

上げます。若槻年度於いては「次世代への継承」伝
統と歴史を継承したいとのことで重点項目として取
り上げさせて頂きました。

　現在、半分近い方が在籍10年未満であり、私も含
め入会年度若い方より理事になっていただき活動し
て参りました。休会中に色々な考えが巡り本当にク
ラブの63年続いた伝統や歴史をわかって頂いたの
か？ただ、クラブ活動の進め方を教えただけではな
いのか？と自問自答しておりました。そんな中少し
だけ分かったことがございましたのでお話しさせて
頂きます。
　昨年7月に幹事を仰せつかり新年度がスタート致
しました。そして熊倉さんが7月に体調を崩され入
院したとの報告を受け、関川さんと一緒にお見舞い
に行ってまいりました。その際、体調が悪いことに
もかかわらずロータリーについて一時間もお話をさ
れました。
　新米幹事の私にクラブ活動とはなんなのかと教え
たいとの思いからだったのだと思います。そして、
ある時病床におられた熊倉さんが事務局に週報を取
りに来られたとのお話を聞き、そんなことくらいな
ら私が届けようと思っていたところ退院した旨の報
告を頂き一安心しておりました。しかしお盆をさか
いにまた入院されたとのお話をお聞きし心配してお
りましたが、残念ながら訃報をお聞きすることに
なってしまいました。
　熊倉さんがなぜそんなに週報に思いをもっていた
のか？その時は知りませんでしたが、休会中に過去
の例会のデーターを見ようとクラブのホームページ
の週報を見ていて、そうか！熊倉さんが言いたかっ
たのはこれだったのかと気づいた次第です。週報と
はまさに三条クラブの歴史そのものだったのです。
日々の積み重ねが歴史を刻んでいくこと、そこに答
えがありました。そこで、クラブの過去の週報を毎
日の様に読むようになりました。現在は2003年度か
ら17年間の週報がホームページで閲覧ができます。
週報にはその年度のクラブ会長の挨拶や会員及び外
部卓話もちろんではありますが、市長さんからの新
年の卓話、斎藤さんが会頭されていた時の経済や企
業への指針、経営者に対するあり方等のお話、社会
奉仕活動や親睦例会等も拝見させて頂き、写真も記
載されておりますので若かりし日の先輩の姿をみ
て、ニヤリとする場面もあり、まさにクラブの歴史
が凝縮されているのが週報だと気づかされました。
特に入会間もない皆様は時間があるときご覧いただ
ければ三条ロータリークラブがより身近なものに
なってくると思います。そうすることが熊倉さんに
対するロータリアンとしての恩返しになると感じた
次第です。
　そしてその週報の中で、大変驚いた卓話がありま
したので皆様にお話しさせて頂きます。2011年2月2
日の例会です。その卓話の内容は地震と震災の卓話
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